
桜の花が散り葉桜の時期となりました。私は電車通勤をしているのですが、車窓から見える景色がだん

だんと夏に近づいているのを感じ、暑いのが苦手な私は少し憂鬱な気分です。皆さんも急な気温の変化

には十分お気を付けください。

5月の第二日曜日は母の日です。母の日といえばカーネーションを思い浮かべる方が多いのではない

でしょうか。なぜ母の日の花として定着したかというと、アメリカのアンナ・ジャービズという女性が、亡き母を

偲んで白いカーネーションを配ったことが由来とされています。そんな話があってからか、白いカーネーシ

ョンには「亡き母を偲ぶ」、赤いカーネーションには「母への愛」という花言葉があるそうです。また、色に関

わらずカーネーション全体の花言葉は「無垢で深い愛」で、なんとも愛に満ち溢れた花となっています。

花には種類だけでなく色や本数によっても様々な花言葉が付けられていますが、中にはどうしてこんな

花言葉が？ と思わず笑ってしまうようなものもあります。花を送る際の参考にしてみたり、ちょっとした話題

作りのために調べてみるのも面白い発見があって良いかもしれません。ちなみに私が気に入っている花言

葉は、古代ギリシャ時代の競技大会で勝者に贈る冠の材料にされたことから付けられた、パセリの「お祭り

気分」です。 (こ)












